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東書 開隆堂

a

第

五
・

六

学
年

・それぞれの活動の最後には、「できたかな？」の欄があり、実践的・体験的活動を振り返るこ
とができるようになっている。大題材「朝食から健康な1日の生活を」のいろどりいためを調理す
る学習では、「どの材料もちょうどよいかたさにいためることができた。」「強めの火力で短時間
でこがさずに、いためることができた。」「手ぎわよくおいしく安全に作ることができた。」「もっと
工夫できることが見つかった。」と実践を通して身に付ける内容を振り返ることができるように
なっている。<P88、89>
・調理・制作の実習手順については、活動の順番をイラストや写真等で示されている。
<P88,89>

・それぞれの活動の最後には、「できたかな」の欄があり、実践的・体験的活動を振り返ること
ができるようになっている。大題材「できることを増やしてクッキング」のハム入り野菜炒め、ス
クランブルエッグを調理する学習では、「野菜に合った洗い方、切り方ができた。」「野菜を入れ
る順序がわかった。」「短時間でいためることができた。」「油よごれのついた用具・食器の片づ
けができた。」「安全や衛生に気をつけた。」と実践を通して身に付ける内容を振り返ることがで
きるようになっている。<P91>
・調理・制作の実習手順については、活動の順番をイラストや写真等で示されている。
<P90,91>

・全大題材が、ステップ１「見つめよう」、ステップ２「計画しよう・実践しよう」、ステップ３「生活に
生かそう・新しい課題を見つけよう」という三つのステップで構成されるとともに、各ステップに
は、「話し合おう」、「調べよう」、「考えよう」、「やってみよう」等の「活動」が設定されている。こ
の構成を通じて、生活の中の課題を発見する、基礎的・基本的な知識・技能を習得する、主体
的・対話的で深い学びにつながる活動を行うという、問題解決的な学習が展開できるよう示さ
れている。

・全ての大題材が、「１　気づく・見つける」、「２　わかる・できる」、「３　生かす・深める」の三つ
のステップで構成されるとともに、学習の過程で「話し合おう」、「調べよう」、「考えよう」、「やっ
てみよう」等の課題が設定されている。また、この構成を通じて、これから学習する題材につい
ての気づきや課題を見つける、課題解決のための基礎的・基本的な技能を習得する、わかっ
たことやできるようになったことを共有し、生活に生かし、深めていくという、問題解決的な学習
が展開できるよう示されている。

【例】
・P44 - 53　食べて元気！ご飯とみそ汁

【例】
・P28 - 33　整理・整頓で快適に

・大題材の導入で写真やイラストとともに小題材の始めに「学習のめあて」、終わりには「ふり返
ろう」が示されている。ステップ３の「活動（深めよう）」では、これからの生活に生かされるように
工夫されている。また、大題材を構成する三つのステップのうち、ステップ１とステップ２では、
児童が主体的・対話的に学習に取り組める「活動」などが掲載されている。
・初めて調理に取り組む大題材「ゆでる調理でおいしさ発見」のステップ２では、各活動の内容
と段階をまとめ見通しをもてるようにした図が示され、児童が学習の進め方を理解できるように
なっている。

・大題材の導入で写真やイラストとともに「学習のめあて」が示され、最後には「ふり返ろう・生
かそう」で家庭実践につなげるように工夫されている。
・長期休業中や学校行事等を利用して取り組むことが想定されている「生活の課題と実践」で
は、課題の発見から計画の作成、実践、ふり返り、評価と改善といった学習過程が五つのス
テップで具体例とともに示されており、児童が学習の進め方を理解できるようになっている。

【例】
・P20　ゆでる調理でおいしさ発見
・P22　ステップ２　ゆでる調理をしよう　活動２　考えよう
・P21　ステップ１　調理の目的や手順を考えよう　ステップ１のふり返ろう

【例】
・P48　食べて元気に　学習のめあて
・P56　学習をふり返ろう、生活に生かそう
・P37　レッツトライ！　生活の課題と実せん　課題解決のステップ
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年

・日本の伝統マークで日本の伝統や文化に関わる内容が示されている。大題材「食べて元
気！ご飯とみそ汁」では、地域の汁物が紹介されている。また、日本は、四季があることで多様
な山の幸や海の幸が手に入ること、だしを使った地域の郷土料理の説明、「和食：日本人伝統
的な食文化」がユネスコ無形文化遺産に登録されたことなどが紹介されている。<P53>
・伝統的なくらし方の工夫として、ゆかたや扇子、うちわなどの夏のくらし方の工夫が写真と名
前で示されている。また、こたつやカイロ、はんてんなど冬のくらし方、季節の食べ物の紹介
ページも示されている。<P93,123>

・伝統マークで日本の伝統や文化に関わる内容が示されている。大題材「食べて元気に」で
は、日本の食文化が紹介されている。ここでは、ご飯を中心とした食事として一汁三菜の説明、
米の食べ方として、たきこみご飯やすしの写真とともに説明がされている。また、みそ料理とし
て、ちゃんちゃん焼き(北海道)やほうとう（山梨県）、あんだんすー（沖縄県）など28の日本全国
のみそ料理の紹介がされている。<P57>
・未来に伝えたい日本の伝統建築として、かやぶき屋根の特徴が写真とともに示されている。
また、日本の伝統的な建築技術として、たたみ、しっくいを紹介している。<P109>日本の生活文化の扱い

実践的・体験的な活動の扱い
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思考力、判断力、表現力等の
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